
　4月6日待ちに待った清流コースが再開されました（球磨川くだり）
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コミュニティセンター・公民館等８件の条例案を承認
　人吉市西瀬校区公民館の移転新築に伴い、位置を「人吉
市下戸越町 1678 番地１」に変更し、「冷暖房料」等を新設
するものなどです。

令和５年度一般会計補正予算を承認
　大規模被災地区住まい再建移転促進事業交付金は、大
柿地区からの移転に際し住まい再建を支援する交付金です。
委員から「交付金の申請件数は何件だったのか」との質疑
に対して、「令和５年度の予算部分では、新築が２件、改修・
増築が１件あった」との答弁があっております。人吉下球磨
消防組合負担金の増額補正は、消防組合の新庁舎移転建
設に係る建築基本設計や測量調査が、球磨川流域復興基
金交付金の交付対象事業として認められ、消防組合が直接
交付金を請求することができないため、交付要項に基づき
市において予算措置するものです。人吉市財政調整基金費
の増額補正は、熊本地震からの復旧・復興の総仕上げを目

総務文教委員会報告 ●委員長　松村 太　　●副委員長　池田 芳隆
●委　員　川上 紗智子・平田 清吉・豊永 貞夫・宮原 将志

的として、市町村の課題解決のための財源として県から交付
される熊本地震復興基金交付金を次年度事業として活用す
るため財政調整基金へ任意積立を行うものです。

令和６年度一般会計予算を承認
　消防費、人吉下球磨消防組合負担金は、高機能消防指
令システム整備や本部中央署移転に係る事業費。非常備消
防費は、消防団活動及び運営に係る経費です。委員から「現
役の消防団員は何名いるのか」との質疑に対して「令和５年
10月１日現在で消防団員が 299 名、女性消防隊が 11名、
機能別消防団員が 30 名、防災サポーターが 58 名の計 398
名である」との答弁があっています。教育部関係で小学校
費では「学校施設劣化状況調査業務委託」は今回新たに行
う業務委託です。委員から「調査目的は何か」との質疑に
対して「今後検討が始まるであろう学校の再編や統廃合の
大きな検討材料の一つとするためである」との答弁があって
おります。体育施設指定管理料は令和６年度からの電子予
約システムと電子式キーボックスの導入費。委員から「電子
予約システムとはどのようなものか」との質疑に対して「小中
学校の体育施設の予約をスマートフォンからでもできるように
なる。伴は各学校にキーボックスを設置し、予約された方が
キーボックスにパスワードを入力して伴を受け取り、終了後
はキーボックスに伴を返すことになる」との答弁があっており
ます。スポーツパレス小アリーナ特定天井改修工事費は、委
員から「改修工事の内容は何か」との質疑に対して「小アリー
ナが特定天井で、防災対策としてパネルの組み合わせの構
造になっているものを、１枚の天井板のようにつくりかえるこ
とで補強を行うものである」との答弁があっております。

３月定例会報告 　令和６年３月第２回定例会は２月26日から３月22日まで
の26日間開催されました。

令和６年度　一般会計予算
216億1,188万１千円 可決
（前年度比　11億9,595万8千円の増）

移転新築された西瀬コミュニティセンター

人事案件

令和６年度
一般会計予算の主なもの

子ども・子育て新支援事業
（保育所及び認定子ども園運営費）

〇人吉球磨広域行政組合負担金
（し尿・ごみ処理施設・葬斎場）

〇人吉下球磨消防組合負担金
負担金関係

災害公営住宅整備事業
（住宅購入）

被災市街地復興推進事業
（中心市街地地区及び青井地区）

16億1,818万2千円

5億2,470万2千円 4億3,981万2千円

18億1,300万円 11億9,809万2千円

◎固定資産評価審査委員会　　◎固定資産評価員の選任
　委員の選任に同意した方　　　に同意した方
　　　　福山　誠二　氏　　　　　小林　敏郎　氏
◎公平委員会委員の選任に　　◎副市長の選任に同意した方
　同意した方
　　　　中村　明公　氏　　　　　小林　敏郎　氏

　令和６年１月31日の臨時会では、国のデ
フレ完全脱却のための総合経済対策による低
所得者支援に伴うものの追加補正予算が提出
されました。内容は、住民税均等割のみの課
税世帯への給付金及び低
所得者の子育て世帯への
加算給付に対する事業費
の増額などで、原案可決
しました。

　議会活動をより充実させていくため、また省資源化（ペーパーレス）等のた
めに、議会のデジタル化を進め、令和６年３月定例会からタブレット端末を
導入しました。初回の３月定例会では、紙の資料とタブレット端末を併用し
ましたが、次の定例会や会議からは、原則全
てタブレット端末のみを使用し、完全ペーパー
レスとなります。
　議会だよりを作成する「議会報編集委員会」
でも、今回から紙の原稿配付を行わず、タブ
レット端末を使用しました。

１月臨時会報告 議会でタブレット端末を導入

くま川鉄道経営安定化補助金
（災害復旧分）

8,947万6千円
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い特定空き家は市が対応する責任があり、今後、特定空き
家や所有者不在の状態とならないよう、事前の指導に努め
ていきたい」との答弁がありました。
　また、生活保護に至る前の生活困窮者に対する相談支援
などの事業や、住居のない生活困窮者に対し、一時的な宿
泊場所や物資などを提供するなど自立を支援する事業など
です。
　国民健康保険事業では、社会保険の適用拡大や団塊の
世代が後期高齢者医療へ移行するなどの被保険者数減少
により昨年度より減額となっています。
　後期高齢者医療では、後期高齢者医療広域連合からの
通知額を基に増額となっています。
　介護保険事業では、施設サービスにおいて居住費や食費
などを利用する方の負担軽減措置として、所得の低い方へ
限度額を超えた部
分について給付費
が支給されます。
　水道事業及び下
水道事業には、共
に紺屋町や青井被
災市街地復興土地
区画整理事業に伴
う配水管移設等工
事費や汚水管渠布
設替工事費等が含
まれています。

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　徳川 禎郁　　●副委員長　西 信八郎
●委　員　井上 光浩・村上 恵一・福屋 法晴

条例案件の 10 件を承認
　「人吉市子ども・子育て基本条例の一部を改正する条例の
制定について」は、人吉市こども家庭センターを設置するこ
とに伴い、条例の一部を改正するものです。
　「人吉市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について」は、国の指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準の改正に伴い、介護療養
型医療施設が廃止になることや、介護人材の不足等の社会
情勢を踏まえた改正によるものです。
　他８件の条例改正を承認しました。

令和５年度一般会計等補正予算を承認
　「一般会計」、「国民健康保険事業」、「後期高齢者医療」、
「介護保険事業」、「水道事業」、「下水道事業」は、いずれ
も事業費の確定や決算見込額の確定による補正が主なもの
です。
　高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的実施に係る
経費について、看護師等の募集の方法が適切であったかな
どについて審査しました。

令和６年度一般会計等予算を承認
　一般会計予算では、各町内に設置してある防犯灯のＬＥ
Ｄ化及び新設による防犯灯設置工事費及び特定空き家除却
工事費について、「特定空き家除却工事費の積算根拠や相
続放棄等の問題についての対応は」との質疑に対し「業者
見積りを職員が精査して計上している。また、所有者のいな 除却（解体）される特定空き家

経済建設委員会報告 ●委員長　宮﨑 保　　　●副委員長　牛塚 孝浩
●委　員　大塚 則男・本村 令斗・田中 哲

条例及び市道路線の認定を承認
　人吉市営住宅条例及び人吉市営単独住宅条例の一部を改
正する条例は配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等
に関する法律の一部改正に伴うものです。
　人吉市企業立地促進条例の一部を改正する条例は、統
計法第 28 条の規定に基づき、統計基準として日本標準産
業分類を定める件（令和５年総務省告示第 256 号）が告示
されたことに伴い一部を改正するものです。
　市道の認定路線は、山田川堤防道路線、紺屋町地内第２
号線から紺屋町地内第６号線の６路線を市道として認定する
ものです。

令和５年度一般会計補正予算を賛成多数で承認
　主なものは、畑地化に伴う土地改良区の地区除外決済金
182 万円。株式会社ランバーやまとが導入する木材加工流
通施設（機械設備）整備に対する補助金６億 7,175 万３千円。
球磨川くだりなどに係る地域おこし協力隊３人を募集したが
応募者がなかったことによる840万円の減。建設型応急住
宅に係る土地使用料の最終見込みによる 485 万５千円の
減。相良地区の災害公営住宅購入費で事業完了に伴う５億
696 万７千円の減。熊本県による青井地区土地区画整理事
業に伴う5,550万円の負担金の増などです。

令和６年度一般会計予算を賛成多数で承認
　主なものは、農家振興組合長連絡協議会事務委託料187
万７千円。有害鳥獣被害に対し、電気牧柵等設置に係る費
用の一部を助成する有害鳥獣被害対策事業補助金 100万

円。最終年度となる下城本地区水路改修工事に1,980万円。
有害鳥獣の捕獲に伴う謝礼 356 万５千円。ふるさと納税業
務委託料として２億 2,628 万５千円。まち・ひと・しごと総
合交流館指定管理料2,475 万７千円。単独で実施する道路
維持補修工事請負費 2,000万円。避難路等の道路改修、青
井地区無電柱化設計業務委託料 5,790万円。東校区地区災
害公営住宅購入費18 億 1,300万円。戸建木造住宅の耐震
診断や耐震設計等に対する補助金 1,597 万３千円。市道や
里道及び私道における交通安全対策関係456万円などです。
　有害鳥獣被害対策事業補助金については委員から、「鳥
獣被害防止総合対策事業補助金は狩猟免許を取得するのに
はどのくらいの費用がかかるのか。また、狩猟免許を取得し
た方は何らかの組織に入って実働してもらうのか」の質疑に
対して、「銃で約10万円。わなは約４万円かかる。また、こ
の補助を受けられた方については、免許取得後数年間狩猟
に従事してもらい、人吉市鳥獣被害対策実施隊に入ってい
ただくことになる」との答弁がありました。

青井地区無電柱化設計業務
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復興・安全まちづくりに関する特別委員会
●委員長　牛塚 孝浩　　　●副委員長　平田 清吉　　　●委　員　全議員

議 会 運 営 委 員 会 行 政 視 察 報 告
●委員長　大塚 則男　　●副委員長　平田 清吉　　●委員　松村 太・徳川 禎郁・宮﨑 保・井上 光浩・本村 令斗・田中 哲

　第５回の特別委員会は、令和６年２月 27 日火曜日に
開催しました。
　今回は、初めに川辺川の流水型ダムの大型模型実験
施設を視察し、国土交通省九州地方整備局・川辺川ダ
ム砂防事務所より、緑の流域治水の考えに伴う、上流
に対する環境影響や効果と課題について、模型を活用
し説明いただきました。委員から流木の対策や環境へ
の影響について質疑があり、多重的な防御など対策に
ついての答弁があっております。２か所目に、市街地
の治水安全度の向上を図るため計画された、御溝川二
次放水路を視察し、球磨地域振興局土木部より工事の
進捗状況や、令和７年度運用開始について説明を受け
ました。３か所目は、球磨川の河道掘削に採用されて
いる、水陸両用建設機械について施工現場にて視察を
行い、国土交通省地方整備局・八代河川国道事務所より、
試験施工の概要や効果、他での施工事例などについて
説明いただきました。
　次に中川原公園及び人吉城跡公園の今後の利活用に
ついて、両公園の未来を語る会で配布した資料を基に、
内容や成果について説明を受け、整備コンセプトや整
備方針、今後の整備プラン、今後検討が必要な整備内
容や「かわまちづくり協議会」で実施される予定の社
会実験などと、次年度以降の課題について説明いただ
きました。委員からは、中川原公園のトイレや駐車場
の整備方法、利用者のマナーについての質疑や、公園
を掘削したことで城跡の石垣に影響はないのか、市民

日　程：令和６年１月 23 日（火）～ 25 日（木）
視察先：長崎県諫早市
項目①：予算決算委員会について
内　容：諫早市では、議員から、予算を審査した議
員が決算を審査するという一連の流れを作ることで、
予算・決算審査の充実が図られるのではないかとい
う意見があり、平成 22 年に常任委員会として予算決
算委員会を新たに設置されました。
　審査方法については、既存の常任委員会を「分科会」
として位置づけ、審査を分担して行う「分科会方式」
で審査をされています。
まとめ：本市議会では、予算は予算委員会で審査し、
決算は、決算特別委員会を設置し審査しています。
今回の視察を参考に、予算・決算審査のあり方を調
査研究してまいります。
項目②：タブレット端末の運用について
内　容：諫早市での導入の目的は、①市民の議会へ
の関心の向上と参加機会の拡大、②議員の政策立案
能力・発信力の向上、③議会事務の効率化・省力化
などがあります。また、議員活動時の活用としては、
行政視察等で他市との各種計画の比較が容易になる
ことや、市民へ議案等の説明の際に使用できること
などがあります。
まとめ：本市議会でもタブレットを導入し、令和６
年３月定例会から使用しています。今回の視察で学
んだことを参考に、議員活動がより充実するよう活
用を拡大していきます。

から良い意見が出ても河川管理者の判断になるのか、
など多くの質疑があり、社会実験をしてご意見を頂き
ながら進めたい、国土交通省や熊本大学の協力のもと、
様々なシミュレーションで検討いただいた結果、石垣
には影響は出ない。基本的に工事の時は全部を協議し
ながら判断していただく。どのように使っていただく
か、専門家や有識者で構成するデザイン会議等の意見
を取り入れながら、社会実験を通して民間の方も一緒
に方向性を作り上げたいと答弁がありました。
　次に、人吉市復興まちづくり計画の進捗について、
青井地区、中心市街地地区について、都市再生整備計
画区域での範囲の変更や、かわまちづくり計画に基づ
く中心市街地地区と青井地区の、一体的な取組につい
て説明がありました。その他、事業計画変更案に対す
る意見書や、宅地及び区画道路の早期着工計画などに
ついて、詳しく説明がありました。

視察先：広島県三
み よ し

次市
項目①：予算決算常任委員会について
内　容：三

み よ し

次市では、平成 24 年に予算決算常任委員
会を設置されています。常任委員会になったことで
のメリットは、全員が委員になることで自分の属す
る常任委員会以外のことも審査できることや、予算
を審査した議員が決算を審査できるとともに、決算
審査の結果を次の予算に反映しやすくなるなどがあ
ります。一方、デメリットとしては、細かい中身の
審査が難しいことや、予算審査に要する日程が長く
なることがあるとのことでした。
まとめ：今回の視察を参考に、委員会編成や審査資
料も含めた予算・決算審査のあり方を調査研究して
まいります。
項目②：高校生との意見交換会について
内　容：三

み よ し

次市では、高校生との意見交換会を行わ
れています。議員とはどのような仕事なのか等を身
近に感じてもらうことで政治（議会）への距離を少
しでも縮めて欲しいとの思いから始められました。
　市内３校の県立高校と意見交換会を実施されてお
られます。
まとめ：本市議会でも、若者から、新しい発想、意
見を聴取するためにも、また、政治参加意識を育む
ことから主権者教育として高校生との意見交換会を
検討していきたいと考えています。

川辺川の流水型ダム大型模型実験施設
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災
害
公
営
住
宅
入
居
状
況
・
敷
金
に

つ
い
て

ダ
ム
の
効
果
は
限
定
的　

他

今
後
の
人
吉
球
磨
の
広
域
連
携
に
つ

い
て

相
良
地
区
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
数
と
東
校
区
地
区

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
数
は
。
ま
た
、
一
般
公

募
は
い
つ
か
ら
か
。

相
良
地
区
の
入
居
者
は
１
１
８
世
帯
、
東
校
区
地
区
の

入
居
希
望
者
は
35
世
帯
で
あ
る
。
一
般
公
募
は
、
ま
ず

被
災
者
の
方
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、
そ
の
後
一
般
の

方
の
入
居
申
込
み
を
予
定
。

災
害
公
営
住
宅
の
敷
金
に
つ
い
て
市
営
住
宅
条
例
に
免

除
や
徴
収
猶
予
の
条
文
が
あ
る
が
適
用
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

災
害
公
営
住
宅
は
、
人
吉
市
営
住
宅
条
例
の
第
16
条
に

特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
敷
金
の
減
免
又
は

徴
収
の
猶
予
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
あ
り
相
良
地
区

の
災
害
公
営
住
宅
で
も
減
免
申
請
書
を
渡
し
て
い
た
。

今
後
も
敷
金
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
際
は
減
免
や
徴

収
の
猶
予
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

宮
本
博
司
元
国
交
省
防
災
課
長
は
講
演
で
、「
雨
が
少

な
い
と
き
は
、
ダ
ム
が
な
く
て
も
安
全
。
計
画
よ
り
も

大
き
な
雨
が
降
り
、
ダ
ム
が
満
杯
に
な
れ
ば
危
険
で
、

緊
急
放
流
で
効
果
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
ダ
ム
の
効

果
は
限
定
的
だ
と
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

緊
急
放
流
の
指
摘
は
、
ダ
ム
が
な
い
場
合
に
比
べ
、
安

全
に
避
難
で
き
る
時
間
を
確
保
で
き
る
と
認
識
し
て
い

る
。

介
護
職
員
の
不
足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
初
任

者
研
修
の
費
用
へ
の
補
助
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

介
護
職
員
の
不
足
は
、
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

人
吉
東
小
学
校
の
昇
降
口
で
、
床
や
靴
が
濡
れ
る
こ
と

に
対
策
す
べ
き
で
は
。

ま
ず
は
雨
漏
り
対
策
を
行
い
、
施
工
工
事
等
、
適
切
な

対
応
を
検
討
し
た
い
。

市
町
村
合
併
の
現
状
は
。

球
磨
郡
町
村
と
合
併
に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
な
ど
の

動
き
は
な
い
。
し
か
し
、
人
吉
球
磨
全
体
の
活
性
化
を

図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
を
作
る
た
め
、
様
々
な
分
野

で
連
携
し
、
圏
域
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
る
「
人
吉
球
磨
定
住
自
立
圏
」
を
平
成
27
年
１

月
か
ら
圏
域
10
市
町
村
に
よ
り
形
成
し
て
い
る
。

市
長
は
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

合
併
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー
マ
。
人
吉
球
磨
は
一

体
で
あ
る
と
の
意
識
か
ら
前
向
き
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
。
ま
ず
は
球
磨
郡
町
村
と
常
日
頃
か
ら
強
固
な
信
頼

関
係
を
構
築
し
、
合
併
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
な
ど
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
環
境
づ
く
り
を
丁
寧
に
重
ね
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問

問

問

問

問問

問

答

答答

答

答

答

答

大塚　則男

本村　令斗

池田　芳隆
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動画視聴

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

市
営
住
宅
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

災
害
危
機
管
理
に
つ
い
て

要
介
護
状
態
の
発
生
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
、
発
生
の
時

期
を
遅
ら
せ
る
、
状
態
悪
化
を
防
ぐ
、
さ
ら
に
は
軽
減

を
目
指
す
た
め
の
介
護
予
防
事
業
と
は
何
か
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
要
支
援
認

定
者
と
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
の
該
当
者
を
対
象
と

し
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
送
迎
あ

り
）
が
あ
る
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
の
み
が

最
長
で
６
か
月
利
用
で
き
る
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
。
ま
た
65
歳
以
上
の
全
て
の
高
齢
者
を
対
象
に

一
般
介
護
予
防
事
業
を
実
施
。
主
な
も
の
は
、
公
民
館

で
実
施
す
る
デ
イ
サ
ロ
ン
や
朝
デ
イ
が
あ
る
。

送
迎
が
あ
れ
ば
デ
イ
サ
ロ
ン
に
参
加
で
き
る
の
に
と
い

う
声
が
あ
る
が
。

デ
イ
サ
ロ
ン
は
、
会
場
へ
通
え
る
人
が
対
象
。
通
え
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
い
で

い
る
。

国
は
「
公
営
住
宅
入
居
の
際
、
連
帯
保
証
人
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
入
居
で
き
な
い
事
態
が

生
じ
な
い
よ
う
に
」
と
し
て
い
る
が
、
民
間
保
証
会
社

導
入
や
、
連
帯
保
証
人
廃
止
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
だ

と
思
う
が
。

市
営
単
独
住
宅
で
は
、
身
元
引
受
人
、
ま
た
は
緊
急
連

絡
が
取
れ
る
方
の
記
載
で
入
居
の
対
応
を
し
て
い
る
。

民
間
保
証
会
社
や
廃
止
に
つ
い
て
は
、
条
例
改
正
や
、

効
果
な
ど
課
題
を
整
理
し
た
い
。

定
期
的
に
流
行
す
る
流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か

ぜ
）
は
、
難
聴
や
無
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
予
防
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助

成
の
考
え
は
。

公
費
助
成
自
治
体
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
よ
る
定
期
接
種
化

に
期
待
し
た
い
。

能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
市
の
「
業
務

継
続
計
画
」（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
は
令
和
２
年
の
豪
雨
災
害
時

に
ど
う
機
能
し
た
か
。
見
直
し
の
考
え
は
。

全
て
の
業
務
が
薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
状
況
で
、
一
歩
違

え
れ
ば
業
務
に
大
き
な
影
響
が
出
る
状
況
だ
っ
た
。
今

後
実
効
性
が
あ
る
よ
う
見
直
し
に
努
め
た
い
。

上
水
道
に
「
事
業
継
続
計
画
」
は
策
定
し
て
あ
る
の
か
。

区
画
整
理
事
業
が
進
行
中
の
青
井
地
区
・
中
心
市
街
地

地
区
に
大
型
の
防
火
水
槽
設
置
の
考
え
は
。

上
水
道
の
「
事
業
継
続
計
画
」
は
早
い
時
期
に
策
定
す

る
計
画
。
防
火
水
槽
の
設
置
は
、
場
所
や
規
模
、
構
造

等
を
関
係
各
課
で
協
議
し
た
い
。

豪
雨
災
害
時
の
上
下
水
道
の
被
害
は
。

上
水
道
で
９
か
所
、
下
水
道
で
１
２
３
３
件
被
害
が
出

た
。
発
災
か
ら
順
次
復
旧
を
行
い
、
令
和
６
年
２
月
で

完
了
。

問

問

問

問

問

問問

答

答

答答

答

答

答

川上　紗智子

豊永　貞夫

田中　哲
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福
祉
に
お
け
る
助
成
事
業
等
に
つ
い

て　

他

上
下
水
道
災
害
時
対
応
と
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
活
用
例　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
人
口
減
少

の
課
題　

他

介
護
保
険
で
の
住
宅
改
修
費
や
福
祉
用
具
購
入
費
、
市

外
医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
子
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
等
、
受

給
者
が
全
額
支
払
後
に
申
請
す
る
償
還
払
い
と
な
っ
て

い
る
が
、
初
め
か
ら
自
己
負
担
の
み
を
支
払
う
受
領
委

任
払
い
と
す
る
考
え
は
。

申
請
件
数
や
医
療
Ｄ
Ｘ
の
動
向
等
、
総
合
的
に
検
証
し

優
先
順
位
を
付
け
て
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
常
備
に
つ
い

て
、
前
回
の
一
般
質
問
後
、
協
議
は
な
さ
れ
た
か
。

市
内
校
長
会
、
学
校
保
健
担
当
者
会
と
協
議
を
重
ね
た
。

今
後
、
校
内
で
情
報
共
有
を
行
い
、
子
ど
も
へ
の
周
知
、

指
導
を
経
て
順
次
設
置
予
定
。

※
そ
の
他
、
市
営
住
宅
条
例
改
正
及
び
入
居
資
格
要
件
緩
和

に
つ
い
て
質
し
た
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
。
上
下
水
道
の
復
旧
計
画
の
策
定
状
況
は
。

上
水
道
事
業
で
は
人
吉
市
地
域
防
災
計
画
を
は
じ
め
、

水
安
全
計
画
を
基
本
に
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
対

応
。
公
共
下
水
道
事
業
で
も
地
域
防
災
計
画
及
び
市
公

共
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
を
基
本
に
対
応
す
る
。

本
市
及
び
圏
域
や
県
内
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機
関
等
の
割
合
は
。

令
和
６
年
１
月
末
現
在
、
人
吉
市
内
で
92
・
１
％
、
球

磨
郡
で
94
・
２
％
、
県
全
体
で
は
92
・
７
％
で
利
用
で

き
る
。

給
付
金
等
の
交
付
に
あ
た
り
、
ひ
も
付
け
さ
れ
た
口
座

が
活
用
さ
れ
な
い
理
由
は
。

手
続
き
の
確
実
性
を
図
る
た
め
に
ひ
も
付
け
情
報
の
活

用
は
行
っ
て
い
な
い
。

学
校
と
児
童
育
成
支
援
・
親
子
関
係
形
成
支
援
の
連
携

は
で
き
て
い
る
か
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
母
子
保
健
、
児
童
福
祉
、

教
育
関
係
の
各
部
門
の
専
門
職
が
一
体
的
に
支
援
し
て

い
く
。

減
少
し
て
い
く
児
童
生
徒
数
に
応
じ
た
学
習
環
境
の
整

備
へ
の
対
応
は
。

児
童
生
徒
の
教
育
を
第
一
に
、
様
々
な
声
を
聴
き
な
が

ら
、
校
区
の
弾
力
化
等
、
将
来
を
見
据
え
た
具
体
的
な

検
討
を
始
め
る
時
期
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
及
び
生
産
年
齢
と
高
齢
者
世
代
の
逆
転
が
本

市
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

一
人
の
高
齢
者
を
一
人
の
現
役
世
代
が
支
え
る
肩
車
社

会
が
招
く
、
社
会
保
障
費
用
等
の
増
加
。
税
収
減
に
よ

る
活
力
低
下
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
。

庁
舎
に
案
内
係
を
配
置
で
き
な
い
か
。

呼
び
出
し
ベ
ル
の
設
置
な
ど
、
利
用
者
視
点
に
立
っ
た

対
策
を
検
討
す
る
。

問

問

問

問

問問

問問問

答

答答

答答答

答

答

答

徳川　禎郁

牛塚　孝浩

松村　太
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… 令和６年１月臨時会の議案等の議決結果 …
番　号 件　　　　　　　名 議決結果

議第 1 号 令和５年度　人吉市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

… 令和６年３月定例会の議案等の議決結果 …
番　号 件　　　　　名 議決結果 番　号 件　　　　　名 議決結果
議第2号 令和５年度　人吉市一般会計補正予算（第 11号） 原案可決 議第25号 人吉市カルチャーパレス条例の一部を改正する条例の

制定について 原案可決

議第3号 令和５年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第４号） 原案可決 議第26号 人吉市子ども・子育て基本条例の一部を改正する条例の

制定について 原案可決

議第4号 令和５年度　人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号） 原案可決

議第27号
人吉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例及び人吉市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

原案可決
議第5号 令和５年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第４

号） 原案可決

議第6号 令和５年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第４
号） 原案可決 議第28号 人吉市老人福祉センター条例を廃止する条例の制定に

ついて 原案可決

議第7号 令和５年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算
（第５号） 原案可決 議第29号 人吉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 原案可決

議第8号 令和５年度　人吉市公共用地先行取得事業特別会計補
正予算（第２号） 原案可決

議第30号
人吉市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

原案可決
議第9号 令和６年度　人吉市一般会計予算 原案可決

議第10号 令和６年度　人吉球磨地域交通体系整備特別会計予算 原案可決
議第31号

人吉市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案可決
議第11号 令和６年度　人吉市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議第12号 令和６年度　人吉市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議第32号

人吉市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

原案可決
議第13号 令和６年度　人吉市介護保険特別会計予算 原案可決

議第14号 令和６年度　人吉市水道事業特別会計予算 原案可決
議第33号

人吉市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決
議第15号 令和６年度　人吉市公共下水道事業特別会計予算 原案可決

議第16号 令和６年度　人吉市工業用地造成事業特別会計予算 原案可決 議第34号 人吉市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第17号 令和６年度　人吉市公共用地先行取得事業特別会計予
算 原案可決 議第35号 人吉市水道条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第18号
人吉市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

原案可決
議第36号 人吉市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定

について 原案可決

議第37号 人吉市営住宅条例及び人吉市営単独住宅条例の一部を
改正する条例の制定について 原案可決

議第19号 人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決 議第38号 工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更に

ついて 原案可決

議第20号 人吉市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 議第39号 市道路線の認定について 原案可決

議第21号 人吉市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決 議第40号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め

ることについて 選任同意

議第22号 人吉市地域公共交通会議条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決 議第41号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについ

て 選任同意

議第23号 人吉市公民館条例の一部を改正する条例の制定につい
て 原案可決 議第42号 副市長の選任につき同意を求めることについて 選任同意

議第24号 人吉市コミュニティセンター条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決 議第43号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについ

て 選任同意

… 令和６年３月定例会の請願・陳情等の議決結果 …
付託委員会 件　　　　　　　名 議決結果

経済建設委員会 九日町・大工町の災害公営住宅の建設に関しての陳情書 不採択

議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。

議案
番号

議員氏名

議案

川
上 

紗
智
子

松
村　

 　
太

徳
川　

 

禎
郁

池
田 　
芳
隆

牛
塚　

 

孝
浩

宮
﨑　

 　
保

大
塚　

 

則
男

平
田 　
清
吉

井
上 　
光
浩

豊
永 　
貞
夫

西 　
信
八
郎

村
上 　
恵
一

本
村 　
令
斗

田
中　
　

 

哲

福
屋　

 

法
晴

宮
原　

 

将
志

議第2号 令和５年度　人吉市一般会計補正予算（第11号） ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議第9号 令和６年度　人吉市一般会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

〇：議案に対して賛成　　●：議案に対して反対　　／：議長は表決に加わりません

… 「表決が割れた」議案とその議員別表決 …



（9）ひとよし市議会だより　2024.5.1

　厚生委員会（委員長：徳川禎郁　副委員長：西信八郎）は２つの団体と意見交換会を実施しました。

人吉市老人クラブ連合会との意見交換会
日　時：令和６年１月 12日（金）
　　　　午前 10時～正午
場　所：人吉市役所　４階　議会会議室
テーマ：持続可能な人吉市老人クラブ連合会の
　　　　あり方について

・会員の方々が高齢化している。役員不足。
・入会希望者が、まだ働きたいので参加できないとの意見がある。
・各町内会において、老人会に入会して頂くようお願いしてほしい。
・老人会に登録していなければ参加できない行事（市主催行事の大会）やそれ以外の活
動に、市本部に個人で登録していただくことで参加ができますよと、１つの道を少し
でも広げて、老人会活動に参加しやすくしたい。

・委員会として行政と相談しながら取り組んでいきたい。

人吉市医師会との意見交換会
日　時：令和６年２月１日（木）
　　　　午後７時～午後８時
場　所：医師会館　会議室
テーマ：人吉球磨准看護学院の現状と看護師
　　　　不足について、他

・県域外からの学生に対する寮の確保。
・変化する学生数に対応可能な補助金の柔軟な支給体制の確保。
・運営状況の透明性の確保のために、今後、協議会を設置して行政と協議していきたい。
・ふるさと納税の使用目的の項目に、人吉球磨准看護学院運営への助成も入れて欲しい。
・喫緊の課題である地域の周産期医療の体制強化については、助産師育成が大変重要。
・ふるさと納税の使用目的に地域医療の充実を設けることについては、ぜひ必要であり
議会としても、本市に強く働きかけていくべきと考える。

・県域外からの学生に対する寮の確保の実現については、市営団地の空き室の利用など
も含め早急に対応できるように、執行部に働きかけるべきと考える。

※意見交換会の詳細はホームページでご覧いただけます。また、意見交換会の申し込みは随時受付して
います。

こんな意見がありました

こんな意見がありました

市民と議会の意見交換会

老人クラブ連合会　→ 人吉市医師会　→
意見交換会の　　

申し込み　→



【議会報編集委員会】　委員長／宮原　将志　　副委員長／福屋　法晴
委　員／松村　太・池田　芳隆・井上　光浩・村上　恵一・本村　令斗・田中　哲

次の定例会は
　　６月の予定です

編
集
後
記

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
と
議
会
の

Ⅰ
Ｔ
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
目
的
と
し
て
、
人
吉
市

議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

導
入
さ
れ
、
３
月
定
例
会
か

ら
本
格
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

導
入
当
初
は
、
操
作
方
法

な
ど
に
戸
惑
う
場
面
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

全
員
ス
ム
ー
ズ
に
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
連
絡
や
通
知

等
を
郵
送
物
に
頼
る
こ
と
な

く
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
フ
ァ
イ
ル
を
送
受

信
し
情
報
交
換
が
で
き
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
導
入
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
さ
ら
な
る
活
用
を
検

討
し
、
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
効
率
的
か
つ
円
滑
な

議
会
運
営
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

※
議
会
傍
聴
者
の
皆
様
に
は

こ
れ
ま
で
同
様
、
紙
資
料

を
配
布
い
た
し
ま
す
。

表
紙
写
真
・
文
責
：

村
上　

恵
一

令和５年度　議会報告会 及び 意見交換会を開催しました
開催日時：令和６年２月３日（土）午後２時　　開催場所：東西コミュニティセンター

会場でいただいたご意見・ご要望（アンケート含む）

　人吉市議会では、市民の皆様に対し日頃の議会活動
の状況を報告するため、今回 11 回目となる「人吉市
議会報告会及び意見交換会」を開催しました。コロナ
禍の影響で中断していたため４年ぶりの開催でしたが、
約４０名の方にご参加いただきました。今回は、各委
員会に分かれてグループ意見交換を行い、活発な質疑
応答が行われました。会場でいただいた貴重なご意見
やご要望は、今後の議会活動の参考とさせていただき
ますので、今後ともよろしくお願いいたします。

〇
今
回
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換

が
で
き
て
大
変
良
か
っ
た
が
、

も
う
少
し
時
間
が
あ
っ
た
ら
良

い
の
で
は
と
思
っ
た
。

〇
直
接
意
見
が
で
き
る
場
所
で
良

い
と
思
う
。

〇
年
２
回
く
ら
い
開
催
し
て
ほ
し

い
。

〇
対
面
で
話
を
聞
け
て
よ
か
っ

た
。

〇
有
言
実
行
を
ぜ
ひ
、
一
日
一
日

を
大
事
に
、
実
績
を
残
す
活
動

を
望
む
。

〇
身
近
な
悩
み
が
聞
け
て
良
か
っ

た
。

〇
校
区
外
の
議
員
の
反
応
が
い
ま

い
ち
だ
っ
た
。

〇
市
議
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。

〇
委
員
会
の
再
編
成
も
検
討
課
題

に
し
て
ほ
し
い
。

〇
委
員
会
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
意
見

交
換
の
時
に
、
隣
の
グ
ル
ー
プ

の
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
テ
ー

ブ
ル
を
も
っ
と
離
し
て
設
置
し

た
ほ
う
が
い
い
。
ま
た
は
、
別

室
で
し
た
ほ
う
が
い
い
。

〇
委
員
会
の
報
告
は
こ
れ
ま
で
と

同
じ
で
、
必
要
な
時
間
と
思
え

な
か
っ
た
。

〇
レ
ジ
メ
に
よ
っ
て
の
進
行
・
順

序
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
。

〇
グ
ル
ー
プ
意
見
交
換
で
設
定
さ

れ
た
テ
ー
マ
が
狭
い
。

〇
こ
の
よ
う
な
市
民
の
声
を
聴
く

会
を
も
っ
と
多
く
開
い
て
ほ
し

い
。

〇
意
見
交
換
す
る
機
会
を
年
数
回

開
催
し
て
ほ
し
い
。

〇
市
と
議
会
は
同
じ
意
見
よ
り

も
、
戦
わ
せ
よ
り
良
い
市
政
を

望
む
。

〇
団
体
は
代
表
者
の
み
の
参
加
に

し
な
い
と
一
般
市
民
の
意
見
が

出
し
に
く
い
。

〇
議
会
運
営
が
市
の
実
力
者
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
市
議
個
人
の

意
見
を
も
っ
と
率
直
に
活
発
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。

〇
午
後
４
時
ま
で
は
時
間
が
少
な

い
の
で
、
午
後
５
時
ま
で
お
願

い
し
た
い
。

※
他
に
も
様
々
に
ご
意
見
等
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。


